
　みなさま、こんにちは。ＰＷＪの一員としてケニアに駐
在する船山と申します。ＰＷＪは現在、中東・アフリカ地
域で難民や国内避難民に対する支援を行っています
が、ＰＷＪに入ってからの2年足らずの間に、私は同地
域でＰＷＪが活動する10以上の難民・国内避難民キャ
ンプを訪問する機会に恵まれました。
　2015年は、世界が難民についてこれまで以上に
関心を持たざるを得ない年であったのではないでしょう
か。泥沼化するシリア内戦、イスラム国の攻勢、有志
連合による空爆、そしてそれらの一切を逃れ、頼りない
ボートで海を渡って欧州を目指す難民。甲板に人を満
載した漁船、防寒用のアルミブランケットにくるまる難
民、そして、海岸に打ち上げられた幼児の遺体。こうし
た映像が世界中のメディアを席巻しました。2015年
の1年間だけで、100万人以上の難民ないし移民が
欧州へ渡ったとの国連機関の報告がありますから、こ
れが「欧州難民危機」と大々的に報道されるのもうな
ずけます。しかし、同じ機関が昨年12月に公表した報
告書によると、世界中で強制的に家を追われた人の
数は、2015年に6000万人に達したといいます。こ
れはつまり、世界の122人に1人は難民や国内避難
民だということを意味します。欧州に渡る難民は、この
6000万人のうちのほんの一部に過ぎないのです。
　難民の出身国で一番多いのはシリア、次いでアフガ
ニスタン、ソマリア、南スーダンと続きます。ＰＷＪはイラ
クでシリア難民とイラク国内避難民に、ケニアでソマリ
ア難民と南スーダン難民に、そして南スーダンで国内
避難民に対して支援を行っています。
　私が主担当を務めるケニアのダダーブ難民キャン
プは、ソマリアからの難民が人口のほとんどを占める、
世界最大の難民キャンプです。このキャンプは1991
年に開設されたので、もう四半世紀も難民キャンプと
して機能し続けていることになります。対して、南スー
ダンの首都ジュバにある国連平和維持軍駐屯地は、
2013年の終わりに同国で内戦が勃発し、危険を逃れ
て人々が逃げ込んだことで突然事実上の国内避難
民キャンプになってしまった新しいキャンプです。どちら

のキャンプでも、人々は過酷な気候と最低限にも満た
ない生活環境の中で暮らしています。それでも彼らは、
砂漠と海を越えてまだ見ぬ欧州に渡ろうとはしません。
それを順応と呼ぶのか、忍耐や諦めと呼ぶのか、私た
ち支援関係者に語れることは多くありません。ただ私
が日本の皆さんに知って欲しいことは、故郷を追われ
てキャンプでの困難な生活を強いられても、子どもたち
は工夫を凝らして身近な物で遊び、無邪気に笑うとい
うこと。昨年12月に訪れたジュバのキャンプでは、木
の枝に吊るした砂入りのペットボトルを二人交互に器
用に蹴ったり、段ボールとペットボトルのふたで作った
車を引っ張り回したり、ビニール袋と棒切れと糸で作っ
たお揃いの凧を揚げたり、日本ならごみにしかならない
ものを上手に使って遊び道具にしているたくさんの子
どもに出会いました。そしてカメラを向けると子どもたち
は競ってレンズの前に回り込み、思い思いにポーズを
取るのです。難民
や国内避難民は、
可哀想な弱者で
はなく、私たちと何
も変わらない、創
造力と好奇心に満
ち尊厳を持った人
間であること。命の
危険を冒して海を
渡らずとも、彼らは
もっと多くの世界
の関心と支援に
値するということ。
故郷で暮らすこと
のできる私たちが
それに気づき少し
でも関心を寄せる
ことが、彼らの窮状を変える第一歩になるのではない
かと思います。この連載が、少しでもその一助となって
いればと願います。

報告：船山静夏（ケニア駐在）
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株式会社メディコム　
月刊タウン情報トクシマ編集部

を支援金としてＰＷＪを通じ南スーダンの
国内避難民・難民支援事業に送りました。 

タウトク12月号の販売部数
6,254部×3円＝18,762円

タウトクでは毎号、
南スーダンの国内避難民・難民支援事業へ
送金した金額＝タウトクの販売部数×3円を
読者のみなさんにお知らせします。 

アシスト南スーダン！
　今、世界でもっとも多くの国内避難民・難民を抱える南
スーダン。その現状が日本に伝えられる機会は少なく、知る
すべも限られている。未知の国・南スーダンで何が起こり、
今どうなっているのか？ タウトク編集部では、ＮGOピース
ウィンズ・ジャパンの協力により、その現実の姿を伝えてい
きます。支援活動を続ける同スタッフの奮闘のレポートを紹
介しつつ、南スーダンが抱える問題を少しずつひもとき、少
しでも身近な出来事だと感じられるようにしたい。 
　株式会社メディコムでは、読者の皆さんにタウトクを１冊

（350円）購入いただくにあたり、その約1％である3円を、 南
スーダンをはじめアフリカの復興支援のために送金します。 
　「支援している」という高みに立った目線ではなく、積極
的に関わり合いをもつことで現地の様子が気になるように
なり、やがて世界で起こっているいろんな紛争や悲劇と、
自分たちは決して無縁ではないことを肌で感じるための 

「3円」だと思っています。ぜひこの1％運動をご理解いただ
き、本誌連載にご注目ください。 

PWJの携帯サイトはこちら！
世界各地で支援活動を続けるスタッフからの
｢現地活動ルポ｣､最新のNEWSなどの情報
が携帯からチェックできるようになりました！ 
左のQRコードからアクセスしてみて！ 
http://www.peace-winds.org/m/

故郷を追われて生きる
- 欧州難民危機の裏側で -

ピースウィンズ・ジャパン現地レポート

＊本事業は、ジャパン・プラットフォームからの助成金や個人・法人のみなさまによる寄付金により実施しています。

木の枝に砂を入れたペットボトルを吊る
して遊ぶ。

テントを切って作った鮮やかなマントを身
に着けた子ども。

左端の子どもは自作の楽器のようなものを
持っている。

南スーダン国内避難民キャンプの子どもたちは写真を撮られるのが大好き。


